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興部の国道238号、下り坂・凍結、はみ出し

大型トラックと正面衝突、２４歳教諭が意識不明

（２０１５年２月２４日）

２３日午前６時１０分ごろ、興部町の国道２３８号線で乗用車と大型トラックが正面衝突した。

この事故で乗用車を運転していた小学校の教諭（２４）が頭や胸を強く打ち意識不明の重体。現

場は興部町営球場の前。紋別方面から見ると緩い下り坂を終えて登り坂に差し掛かったあたり

で、緩い右カーブになっている。興部警察署によると教諭は紋別方面から興部中心部方向へ走

行中、何らかの理由で対向車線にはみ出したと見られる。事故当時、現場の路面は下り坂の途

中から凍結していて、路面にはタイヤが横滑りしたような痕が残っていたという。車は左側後

部が大破していた。大型トラックを運転していた運転手の男性（５７）にけがはなかった。

荷台からの転落、積卸時の手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

＜交通・労災事故の発生は？＞

◇前をよく見ていなかった（前方不注意）

◇動きだす前に、周囲の確認をしていなかった

◇バック、後方の確認をしていなかった

”ぼんやり”は、事故のもと、緊張感をもって！

北海道内、２７日に大荒れ 太平洋側東部

猛吹雪や吹きだまりによる交通障害、暴風などに注意

（２０１５／０２／２５ ００：３９）

札幌管区気象台は２４日、急速に発達する低気圧の影響で２７日は各地で暴風雪が吹き荒れ

る恐れがあると発表した。昨年１２月に道東などで「数年に１度の猛吹雪」をもたらした「二

つ玉低気圧」と同じコースをたどりそうだ。この影響で２６日から太平洋側を中心に湿った雪

が降り、２７日は各地で風雪が強まるという。猛吹雪や吹きだまりによる交通障害、暴風など

に注意が必要で、特に太平洋側東部では高波の恐れもある。気象台は「今後の気象情報に留意

し、暴風雪への備えをしてほしい」と呼びかけている。

「すごいスピードで突っ込んできた」 車8台絡む事故

「車線変更しようとしたら前の車にぶつかった」

２０１５年２月２４日（火）１０時３２分

２４日午前、名古屋市の国道で車８台が絡む事故があり、男性３人が軽いけがをしました。

事故に巻き込まれた人：「後ろの方で結構、大きい音がして『後ろで事故ってるな』と思っ

たら、ガシャンガシャンときて自分の車までぶつかって止まった」

午前８時ごろ、「複数の追突事故でけが人がいる」と事故に巻き込まれた女性から１１９番通報

がありました。警察によりますと、乗用車８台が絡む事故で、３０代から６０代の男性３人が病院に

搬送されましたが、いずれも軽傷だということです。現場は片側２車線の国道に別の国道が合

流する地点で、朝の通勤ラッシュと重なって混雑していたということです。警察によりますと

、最初に前の車に追突した男性は「車線変更しようとしたら前の車にぶつかった」と話している。

エレベーターに頭など上半身を挟まれ重体

２０１５年０２月２５日（水） ０６時４０分

２４日午前９時過ぎ、香川県の印刷会社で、故障していた荷物用エレベーターを点検してい

た男性従業員が、動き出したエレベーターに上半身を挟まれ意識不明の重体です。男性従業員

は上半身をエレベーターに入れて点検していたため、床とエレベーターの天井の間に頭などを

挟まれ、病院で治療を受けていますが意識不明の重体です。事故のあったエレベーターは、ワ

イヤーつりさげ式の荷物専用でした。


